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論　　文　　の　　要　　旨

〈目的〉

　言語障害は，言語学的過程の障害で出現する失語症と生理学的過程の障害で出現する構音障害に分けられる。

構音障害は重要な神経症状であるにもかかわらず，現在神経学領域で行われている評価法は検者の聴覚印象に基

づいた主観的なもので早期診断や治療効果の評価にはより客観的な評価法の確立が望まれてきた。一方，音響学

や耳鼻咽喉科学の分野では従来より音声の音響学的研究や構語器官動態の研究がなされている。本研究はこれら

の手法を神経学領域に応用し，脳神経疾患における構音障害に対する客観的な評価法を確立することを目的とし

た。

〈対象及び方法〉

　神経内科の代表的疾患である筋萎縮性側索硬化症，脊髄小脳変性症及びパーキンソン病を対象とした。

1）筋萎縮性側索硬化症（ALS）：厚生省特定疾患神経変性疾患調査研究班診断基準を満たす進行性球麻庫型の

男性患者5例（66．O±10．1歳）を対象とした。また，正常対照者として成人男子5例（5518±6．2歳）を検査した。

構音障害の評価法はMRI撮像及び音響分析により行った。まず母音／a／・／i／・／u／・／e／・／0／発生時の口腔・咽

頭失状断を高速MRIで撮像し，舌の形や位置・声道の狭路部などを解析した。次に各母音発生時のホルマント

周波数を分析した。

2）脊髄小脳変性症（SCD）：SCDの代表的なサブタイプである晩発性小脳皮質萎縮症（LCCA）18例（56．3±

且O歳）及びオリーブ橋小脳萎縮症（OPCA）11例（55．4±10．7歳）を対象とした。全て厚生省研究班の診断基準

を満たしており，全例家族歴のない弧発例であった。対象として19名の健康成人（46．4±1913歳）を調べた。単

音節／pa／をできるだけ速く繰り返し発声させ，その音声分析を行い周期，有音区間，無音区問，振幅などを測

定した。又，各母音の基本周波数を調べた。

3）パーキンソン病：5例の症例（Yahr蛆度，65．8±6歳）を対象とした。対象として健康成人5名（60．4±

12歳）を用いた。単音節／ka／をできるだけ速く繰り返し発声させ，音声包絡を記録すると共に，超音波エコー

装置にて舌表面の上下運動をMモードで観察した。
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〈結果及び考察〉

1）正常者における母音発声時のMRI所見を見ると，夫々の母音に特徴的な舌や軟口蓋の動きが認められ声道

の狭路部位は一定であった。一方，ALSでは舌の形の変化に乏しく，軟口蓋の動きも不良であった。その結果，

声道の狭路部位は不明瞭で声道全体が広くなっていた。ホルマント周波数解析の結果ではALSでは正常者に比

べて／i／と／u／の第1ホルマント周波数が有意に高く，／i／と／e／の第2ホルマント周波数が有意に低かった。

これらの結果はALSでは口腔・咽頭の広さの変化が少ないことを示しており，MRI検査の結果とも一致した。

2）LCCA及びOPCAでは，周期，有音区間，無音区問，振幅の変動係数の全てが正常者よりも有意に増加した。

／pa／の繰り返しは構音器官運動のリズムと音の強さを評価するのに有用であるが，この聴覚印象上認められた

リズムの不規則性を客観的に評価することができた。母音の基本周波数はOPCAで正常例やLCCAよりも有意

に高い値を示した。これは○PCAでは声のピッチが高くなる事実とも．一致し，OPCAとLCCAとの鑑別にも応

用できるものと思われた。

3）正常者では超音波エコー装置により観察した舌の上下運動は同時に記録した／虻a／の振幅と共に規則正しく

一定であったが，パーキンソン病では両者共に時間の経過にしたがい漸減傾向を示した。この結果は聴覚印象上，

音量が次第に小さくなる現象と一致する所見である。

審　　査　　の　　要　　旨

　構音障害は臨床神経学における重要な症侯であるが，その評価は聴覚印象に基づく主観的方法でなされている。

この評価方法はすでに十分に確立されたものであるが，検者の熟練度に依存し，又異なる評価者による経時的な

評価には不向きである。本研究は構音障害の評価に音響学的手法及び画像診断法（核磁気共鳴撮像や超音波エ

コー）を用い客観的な評価法を確立することを目的として行われた。対象疾患として神経内科の代表的疾患であ

る筋萎縮性側索硬化症，脊髄小脳変性症及びパーキンソン病をとりあげたが，上記の検査法はこれらの疾患にお

ける構音障害の客観的評価法として極めて有用であることが本研究により明らかとなった。更にこれらの検査法

は構音障害の早期発見や治療効果の評価にも応用可能と考えられ，本研究の成果は高く評価できる。

　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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